
2013年度入学試験問題       206
情報科学部A方式

2 限 数   学 (90分 )
く注意事項〉

1.試験開始の合図があるまで,問題冊子を開かないこと。
2.解答はすべて解答用紙に記入しなさい。
3.問題文は2ページから9ページまでです。
4.記述式解答では問題文に記載された指示に従い解答すること。
5。 マークシート解答方法については以下の注意事項を読みなさい。

6。 定規,コ ンパス,電卓の使用は認めない。
解答上の注意

1.問題文中のア,イ ,ウ ,… のそれぞれに当てはまるものを問題ごとの解答群
から 1つずつ選び,マークシートの解答用紙の対応する欄にマークして解答しな
さい。なお,以下に示す例の通リマークしなさい。例の通りになっていない場合
は適切な採点ができない場合があるので注意すること。また,分数の形で解答が

求められているときには,既約分数で解答しなさい。

2.マ ークシー ト記入上の注意については,問題冊子の裏表紙に記載 してあります
から,この問題冊子を裏返 して読みなさい。ただし,問題冊子を開いてはいけま
せん。

夕1 解答欄 解答 記入のしかた

1

/□ 海
22

整数の解答 (分数の分母と分子を
含む)の際は,右詰で,余 った上
位の桁には0の選択肢を選びなさ

負の符号が必要な場合は分子の先頭
になるように選択肢を選びなさい。
根号の中はできるだけ小さい数に
なるように選択肢を選びなさい。
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〔I〕

以下の空欄に入れるのに最も適切なものを解答群から選べ。

(1)7個 のさいころを同時に投げるときデ 7個の目の積が奇数になる確率は

である。また:6種類の目がすべて出る確率は

である。

(2)実数
3   _   [
v行

「

.1

の整数部分をα,1小数部分をうとすると

τ回よ詈:″+詈
である。ただし, 2</7<3である。

(3)数列{α
")の
初項から第π項までの和をQと表す。

島+2~2島■1+島 =3,Sl■ 5

のとき,数列(a"}の一般項は

らニ ネノ4)_π + ヒフヘ

となる。
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(4)loglχ
´
を″の自然対数とし,″ >0のとき,関数

F(→ ==ズ
″′10g′″

:   ホ|ミ   t
i χ〒

□・
~|

で最小値           | .
モャュ |            |

li□   :1:=   ‐ 「
~~

をとるЪただし1 1  (        _1

″瞥10″ 10gχ =0     、   ・‐|・ =
である。             . = _

[卜回碑答群
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であり,

である。      ・

α)力 を自然数とするとき,    ‐

P≒ =□ 4年 □ E

-4れ→=匹Ⅲ +国 E
‐ P‐ =ロ ス■回 E

P→ |□ 4+回 E
:4い
=回 五 十

回
E

ル =ロ ス+国 E
である。
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巨]～ 巨目の解答群
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〔Ⅲ〕

下の図のような道のある町がある。Aか らBま で行く最短経路について考え

る。以下の空欄に入れるのに最も適切なものを解答群から選べ。     |

B         
‐

(1)AからBま で行 く最短経路の総数は

ァィゥ土 (通 り)

である。

(21 AからCを通つて
｀
Bま で行く最短経路の総数は

オカキク (通 り)

である。

13)AからBま で行 く最短経路のうち,方向転換する回数が 2回であるものの

総数は 1

ケJサシ (通 り)

である。同様に,方向転換する回数が3回である最短経路の総数は

スセソタ (通 り)

C

である。
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1́4)AからBま で行く最短経路で方向転換の最大回数は    、

巨 ヨ (歯)       .
I、  であり,その最大回数の方向転換をする最短経路の総数は

:   lテトナニJ:鱒り).
■ である。
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〔IV〕

空間において,2点 A(0,1,1),B(0,-1,0)と ,点 Bを 中心として〃■

面内にある半径 1の円 Cがある。設問(1)に ついては空欄に入れるのに最も適切    
｀

なものを解答群から選べ。設問(2)お よ03)に ついては指示に従い記述式で解答せ      '

よ。                                                              ヽ

(1)円 Cの円周上を動く点 P(χ ,ノ ,多 )を考える。点 Bを 中心として動径 BPの表

す角を′とすると

χ =COS′

ノ= アイウ 十 sin′

z= エオカ

と表すことができて,ベクトルAPの成分は

〔χ+キクケ,y+回 ,z十回 )

となる。

(2)2点 A,Pを 通る直線を″として,直線″上の点をQ,原点を0と する。

このとき,直線″のベクトル方程式は実数sを媒介変数として

OQ=OA+sAP

のように表される。点 Qの座標を(X,y,Z)と おいて,X,y,Zを cos′ ,
sin′,sを用いて表しなさい。ただし,計算の途中経過は省略して結果のみを

かきなさい。

(3)点 Pが円 Cの円周上を動く時,直線″と″平面との交点の軌跡は楕円とな

る。その楕円の方程式を求め,p,9,α ,ろ を実数として

ギ
十
ギ

=1

の形で表しなさい。ただし,計算の途中経過は省略して結果のみをかきなさい。

次に,解答用紙にある″平面の図を用いて,その楕円の概形をかきなさい。

ただし,楕円の中心と4つの頂点の″座標を (χ ,z)の形で図中にかきいれな

さい。
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□ ～回 の解筆群

③ o  ① l  ② 2  ③ 3  ④ ‐4
⑤ 5  ⑥ 6  ⑦ 7.③ 8 ‐ ◎ 9
⑩ ―  :
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